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原勝四郎展

田辺市立美術館蔵

1. 小企画展  近代紀南の画家Ⅳ　青木梅岳

２. 館蔵品展　戦後美術コレクション展

3. 特別展  原勝四郎展

４. 館蔵品展　近代洋画コレクション展

1. 特別展  妻木良三  侵食する風景

２. 開館25周年記念特別展　渡瀬凌雲と紀南 

3. 開館25周年記念特別展　野長瀬晩花と国画創作協会の画家たち

近代に紀南出身者で画家として活動した人物の軌跡を確認して紹介
する展覧会シリーズの４回目。近代和歌山の南画界を牽引した青木
梅岳（1866－1947）を取り上げます。

当館のコレクションの中から、戦後の美術作品を特集して紹介します。

田辺市出身の洋画家、原勝四郎（1886－1964）の画業を、当地の
同時代の画家たちの交流とともに紹介し、回顧します。

主に鉛筆を用いて原初的な風景を想起させる絵画を制作している、
和歌山県湯浅町の美術家、妻木良三（1974－　）の近年の作品を
展観します。

熊野古道なかへち美術館の開館25周年を記念して、田辺市中辺路
町ゆかりの南画家、渡瀬凌雲 (1904－80) の制作を、紀南との
関わりに着目して紹介します。

熊野古道なかへち美術館の開館25周年を記念して、田辺市中辺路
町の出身で、大正期に日本画の表現を革新した国画創作協会の創立
会員の一人として活躍した、野長瀬晩花（1889－1964）の制作を
同会の画家たちの作品とともに振り返ります。

■くまびで作ろう！
講師のアーティストと参加者が一緒になって作品を作るワーク
ショップ「くまびで作ろう！」の2回目。今回の講師は和歌山県
湯浅町出身の陶芸家、橋本知成さん（1990－　）です。作った
作品は展示して、公開します。

当館のコレクションの中から、近代の洋画を特集して紹介します。

5. 特別展  木村蒹葭堂とその交友
大坂の木村蒹葭堂（1736－1802）と、桑山玉洲（1746－99）や
野呂介石（1747－1828）などの紀州を中心とした文人画家たちと
の関わりに注目する特別展を開催します。
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　今から30年くらい前にロンドンに留学していました。そのとき通って
いた学校の近くにThe Saatchi Galleryという小さな美術館がありまし
た。そこには、一般的にはあまり名前が知られていない新進気鋭の若手
アーティストの作品が展示されており、学校帰りによく立ち寄って作品を
眺め、活力を得ていました。ロンドンには、National Galleryや
Victoria and Albert Museumなど、世界的にも有名な美術館や博物
館がたくさんありましたが、一番通ったのは、学校に一番近いSaatchi 
Galleryでした。私自身は、美術に造詣が深いという訳ではありません
が、絵画を観ること、美術館自体を建造物として観ることに興味があり
ます。それ故に、田辺市に市立美術館ができたときには、心躍ったことを
覚えています。
　私が勤務する田辺市立新庄第二小学校は、田辺市立美術館から一番
近いところにある学校です。美術館が建つ田辺市たきない町２４番４３
号は、本校の校区なのです。今、急速な少子高齢化や都市化、人間関係
の希薄化などにより、地域社会の構造が大きく変化してきています。そ
のような中、学校、家庭、地域が目標やビジョンを共有し連携・協働する
ことの必要性が叫ばれています。本校においても、田辺市が推進してい
る学社融合の視点を取り入れた学校経営を実施しているところです。
　本校が実施している学社融合の取組の一つに、「新二まつり」という学
校行事があります。毎年１１月に行われ、昨年、３４回目の開催を迎えた
伝統ある行事で、学校・保護者・地域の方が協働するよい機会となって
います。新二まつりの目玉の一つに、地域から学ぶ親子体験があるので
すが、コロナ禍になり、体験内容が制限されるようになりました。体験内
容を見直していく中で、地域資源の一つである美術館を活用できないか
と考え、以前より親交のあった学芸員の三谷さんに相談したところ、快諾
していただき、令和３年度の新二まつりで、「体験、美術館！」と銘打った
親子体験の講師を務めていただくことになりました。「体験」と銘打った

親子体験を実施するにあたり、参加した親子に美術館を感じてもらえる
ようにするためには、どのようなことができるのか、打ち合わせを重ね、
試行錯誤した１回目でした。令和４年度は、新二まつりの日が特別展
「稗田一穗展」の展示作業を行っている期間と重なるため、美術館から講
師を派遣することが困難で「体験、美術館！」を開催するのが難しいので
はないかというところから、打ち合わせが始まりました。しかし、程なく三谷
さんから、「その状況を生かすという発想で体験活動を実施しましょう」
との提案をいただきました。「参加者に美術館に来てもらって、展示作業
中のバックヤードを学芸員の解説付きで見学してもらう」という企画で、
参加者からは大好評の親子体験となりました。展示されている作品鑑賞
は誰でもできますが、その舞台裏を解説付きで見ることができるという
のは、田辺市立美術館を校区内にもつ本校ならではで、本当にプライス
レスな体験でした。体験活動を終えた２年生児童がこんな作文を書きま
した。

　親子体験活動で、美術館に行ってきました。わたしは、美術館とい
えば、絵がかざっていて、その絵は、そこにしかないものだと思ってい
ました。でも、美術館の中に入ったら、ほかの美術館からかりている
絵やびょうぶなどがおいてあったので、とてもびっくりしました。
　今は、田辺出しんの「ひえだ　かずほ」さんという画家の人が、
きょ年百さいでなくなったので、その絵をかざっているのだそうで
す。十四さいから百さいまで、八十六年間絵をかいてきたことを知っ
てびっくりしました。
　ぜんぶすてきだけど、その絵の中でも、「花とうさぎ」が気に入り
ました。どうしてかというと、うさぎの目がくりくりしてかわいかった
からです。
　絵をみていると、きらきら光るところがあって、なにかなあと思っ

難波田龍起《流》　1988（昭和63）年 田辺市立美術館蔵
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風の道

　1945年3月10日、私は東京大空襲に見舞われた。2才直前であったので実感はない。命からがら両親の

故郷大分県に疎開した。そこには戦禍を免れた手付かずの大自然が広がっていた。その中で私は毎日一人遊

びに興じた。言葉以前の、地球からの驚きに満ちたメッセージを脳に刻み込む日々であった。敗戦後の国に

は食物も衣服も不足していて玩具などは皆無であった。しかし子供達はマイペースに工夫という友人との遊

びに夢中であった。何でも玩具になった。石、藁、縄、草、糸、布、瓦の欠片、防弾ガラス・・・。面白かった。

　4才の時、緑の稲草が揺れていたので祖母に「あれは何」と訊ねた。「草の息」という言葉が返ってきた。

私が言葉のもつ力に出会った瞬間だった。その光景には80才になった今でも心が揺れる。

　東京藝術大学を卒業して2年後の1968年頃、「手織り」という言葉に出会った。経糸と緯糸を交差させる
と布になるらしい。この不思議を体験したくて織りの世界に飛び込んだ。26才の時やっとマフラーを織る
ことができた。その後様々な技法で平面作品を制作して建築空間に設置した。1975年頃から布を膨らませ
てみたいという衝動に駆られて、経糸に金属線を使ってみた。背骨を持つ布が誕生し、膨らんだ布を作るこ
とができた。この金属線が光を反射して燦めく様を主役にしたいという欲望に掻きたてられて、前面に使用
した作品が《風の道》である。経糸にステンレス線、緯糸に黒木綿糸を使った40センチメートル四方の布を
500枚ほど織って縫い合わせたものである。３年ほどの時間を費やした。この作品は1987年の第13回
ローザンヌ国際タピスリービエンナーレに入選した。幼少期の草と風の思い出が布という形に結実したと思う。

（熊井　恭子）

熊井恭子《風の道》　1987（昭和62）年　田辺市立美術館蔵（撮影：西村浩一）

※今回特別に作者の熊井恭子氏より自作についてのご寄稿をいただきました。

田辺市立美術館
〒646-0015  和歌山県田辺市たきない町24-43
TEL.0739-24-3770 FAX.0739-24-3771
http://www.city.tanabe.lg. jp/bijutsukan /

田辺市立美術館分館
熊野古道なかへち美術館
〒646-1402  和歌山県田辺市中辺路町近露891
TEL.0739 -65 -0390 FAX.0739 -65-0393
http://www.city.tanabe.lg.jp/nakahechibijutsukan/

編集・発行：田辺市立美術館
発行年月日：令和5年4月1日

田辺市立美術館NEWS

ORANGE Vol.38

編 集 後 記
毎年４月発行のＯＲＡＮＧＥには、折込みの展覧会案内とスケジュールを掲載してい
ます。切り取って折りたためばコンパクトに保管できます。休日のお楽しみのきっかけ、
などになりましたら幸いです。皆様のご来館をお待ちしています。　　　　 （Ｆ.Ｏ.）

田辺市立美術館へのきもち㉘

絵画と出会う「この一点!」

戦後美術コレクション展
会場：田辺市立美術館
会期：2023年7月8日（土）～9月18日（月・祝）

ていると、美術館の人が、「これは石をこなごなにして、はってい
るからきらきら光るんだよ」と教えてくれました。わたしは、「この日
だけでも美術館のことをいっぱい知れた」と思います。
　また、ひらいたら行きたいです。そして、ほかの美術館にも行きた
いです。

　インターネットの普及により様々な名画をパソコンやスマートフォンの
画面上で手軽に観ることができるようになりました。しかし、実物を観る
ことで得られる感動はひと味違います。美術館で実物に触れる魅力は、
額装やライティング、展示されている部屋や建物など、周りの環境も含め
て、作品を味わえることだと感じます。それぞれの作品と出会う順番にも
ストーリーがあり、美術館に足を運ぶことでしか得られない感覚がある
と思います。こんなにも近くに美術
館があるのだから、子どもたちが足
を運んで、本物の作品に触れる機会
をできる限り作りたいと考えていま
す。その作品に触れることで未来が
変わる子どもがいるかもしれませ
ん。また、地域に美術館があること
のよさを実感することをとおして、
地域を愛する心が深くなることも考
えられます。今後も引き続き、美術
館を学校教育における貴重な地域
資源の一つと位置づけ、カリキュラ
ム・マネジメントができればと考え
ています。

（田辺市立新庄第二小学校　校長　中村　光伸）

難波田龍起（なんばた・たつおき／1905～97）は、洗練された
構成と深い詩情をもった作品を描いて、戦後の日本の抽象絵画の
世界を豊かにした画家の一人です。
1988年に制作された図版の《流》は、この時期に難波田がよく
描いた横長の画面の水彩画で、ほうぼうへと動く線と暖かさをは
らんだ青の色彩によって、水の流れが抽象的に表現されています。

静けさと詩情を湛えた画面は、時間の経過や心の移ろいまでも感じ
られる内容で、観るものを深い内面世界へと導いてくれます。

（学芸員　知野　季里穂）

校門で登校を迎える筆者

✂



風景をそのまま写生し
たのではなく、中国の
漢詩に謳われた桃源郷
や仙島といった理想
郷、そしてそこで自然
とともに暮らす人々の
姿を、梅林から海を見
晴るかす風景になぞら
えて描いています。
　理想郷の姿を現実の
風景に見出す梅岳の表
現は、開発が進められ、
地域の風景が日々変わ
っていく近代という時
代の中で、大きな意味
を持っていたものと思
われます。
　なお梅岳は松坂の出
身ですが、先述したよ
うに田辺にも約10年
間居住しており、この
間に当地の博物学者、
南 方 熊 楠（1867～
1941）の周辺にいた
文化人たちと交流をも
ちました。このことが
機縁となり、後に海南
に移った梅岳の自邸隣
りに居住して療養した
南方の長男、熊弥の支援も行っています。同じ田辺
市内にある南方熊楠顕彰館では、こうした梅岳と南
方との関係を主眼にした特別展を5月7日（日）ま
で開催しています。この展覧会と本展とは、南方熊楠
顕彰館と当館の連携事業として実施します。また
和歌山県内でも、有田市郷土資料館、白浜町の南方
熊楠記念館で梅岳関連の展覧会を実施し、海南市歴
史民俗資料館では常設展に梅岳コーナーが設けら
れています。是非それらも併せてご覧ください。

（学芸員　糸川　風太）

妻木良三の風景

INFORMATION

会　場／熊野古道なかへち美術館
観覧料／400円
　　　　学生及び18歳未満の方は無料
会　期／2023年4月15日（土）～6月18日（日）
開館時間／午前10時～午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）
休館日／毎週月曜日

　熊野古道なかへち美術館（田辺市立美術館分館）
では、３月に講師のアーティストと一緒に作品をつ
くるワークショップ「くまびで作ろう！」の第１回
目を開催しました。コロナ禍で何度も中止になり、
ようやく開催できた今年度の「くまびで作ろう！」
は、和歌山県立近代美術館と協力して計画を進めま
した。共通のアーティスト、妻木良三さんを、県立
近代美術館では昨年夏の展覧会『なつやすみの美術
館12　妻木良三　「はじまりの風景」』のゲストと
して招き、当館では『くまびで作ろう！①「風景を
形づくる」』の講師を務めていただきました。
　「くまびで作ろう！」では、参加者それぞれが滝
やダム、都会のビル群といった思いおもいの風景を
布で形づくって、館内に設置しました。ワークショ
ップでつくられた風景は、美術館の外の風景とも交
差して新たな空間を生み出し、それを一週間公開す

ることで、多くの方に観ていただくこともできまし
た。そして、この４月からは熊野古道なかへち美術
館で、妻木さんの近年の制作を紹介する特別展
「妻木良三　侵食する風景」を開催します。
　1974（昭和49）年に和歌山県湯浅町に生まれ
た妻木さんは、主に鉛筆を用いて、襞(ひだ)が特徴
的な山や波、雲といった、世界がはじまるときの風
景を思い起こさせる絵画を制作しています。武蔵
野美術大学造形学部油絵学科在学中の1998（平
成10）年から鉛筆を用いた絵画制作を始め、
2001（平成13）年に同大学大学院造形研究科美
術専攻油絵コースを修了しました。その後、東京で
作家として活動した後、2008（平成20）年に帰郷
し、自坊の本勝寺で僧職を務めながら創作を重ねて
います。
　今回の展覧会では絵画作品を展示するだけでな
く、妻木さんの絵画の着想のもととなっている布の
造形を、インスタレーション作品として初めて公開
します。熊野古道なかへち美術館の展示室に合わ
せて構成される空間は、妻木さんの作品の要となっ
ている、襞の増殖によって侵食してゆく風景のイメ
ージが現れる場となることでしょう。山々に囲ま
れた熊野古道なかへち美術館の中に生まれる、妻木
さんの山のような、あるいは波のような襞の空間
を、皆さまとともに体感したく思っています。

（学芸員　知野　季里穂）

妻木良三　侵食する風景特別展

INFORMATION

会　場／田辺市立美術館
観覧料／260円
　　　　学生及び18歳未満の方は無料
会　期／2023年4月15日（土）～6月18日（日）
開館時間／午前10時～午後5時
　　　　　（入館は午後4時30分まで）
休館日／毎週月曜日

近代紀南の画家Ⅳ　青木梅岳小企画展

INFORMATION

会　場／熊野古道なかへち美術館
観覧料／400円
　　　　学生及び18歳未満の方は無料
会　期／2023年7月8日（土）～9月18日（月・祝）
開館時間／午前10時～午後5時
　　　　　 （入館は午後4時30分まで）
休館日／毎週月曜日（ただし7月17日・9月18日は開館）
　　　　7月18日（火）　　

渡瀬凌雲と紀南
開館25周年記念特別展

　紀南地方の出身者で近代に画家として活動した
人物の軌跡を確認し、当地の美術の動向と日本の近
代美術史との関係を位置づけて紹介する展覧会シ
リーズ、『近代紀南の画家』の四回目をこの春に開
催します。
　今回は、1866（慶応2）年に紀州藩領伊勢松坂
（現在の三重県松阪市）に生まれ、1947（昭和
22）年に海南市で亡くなった画家、青木梅岳
（あおき・ばいがく／本名は元吉）を取り上げます。
　展覧会は梅岳の画業と影響を追う四部で構成し、
最初の第一部では、梅岳が田辺に居住していた
1905（明治38）年頃からの約10年間に遺した
作品を紹介します。次の第二部では、梅岳が
1914（大正3）年に海草郡内海村（現在の海南市）
に移って以後、旺盛な制作を開始した時期の作品を
展観します。後段で触れますが、晩年の梅岳は和歌
山の景勝地を描く作品を手掛けることによって自
身の表現をさらに充実させており、このことがうか
がえる大正後期から昭和期の作品を第三部で特集
します。また梅岳は、自身の制作だけでなく門弟の
育成にも精力的にあたっており、その門から輩出し
た画家たちが後の和歌山の画界を彩っています。
第四部では、門下の日高昌克（1881～1961）、
小野寺梅邱（1889～1963）、稲田米花（1890～
1985）、中谷紀山（1899～1967）らの作品や梅岳
の家族たちの作品を取り上げ、梅岳一門の活躍を伝
えます。
　ここに掲載する《南部梅林図》は雪に覆われた
南部町の梅林と鹿島を描いています。しかし梅岳は

　昨年度は、3点の作品を購入し、7点の作品をご

寄贈いただきました。また、これまで作家関連資料

として保管してきた一群の中から、作品として登録

し、管理してゆくことにしたものが17点あります。

　購入した作品は、昨年度和歌山県立近代美術館と

ともに特別展を開催して、その芸術を回顧した日本

画家、稗田一穗（1920～2021）の《飄飛》（2009年

／156.0×123.0cm／額装　※下の図版）と、織作

家、熊井恭子（1943～　）の《風の道》（1987年／

230×1000cm／タピスリー　※今号の表紙に図

版と作者から寄せていただいた言葉を掲載してい

ま す）、《Air》（2018年 ／ 650×500×h.280cm

／立体）です。

　《飄飛》は稗田89歳の作品で、第36回創画展で

発表されました。それまでの作品に見られなかっ

た幻想的な光景を描いて、円熟の画技と、尚も新た

な表現の境地を開拓しようとする姿勢を存分に示

しています。

　《風の道》は、昨年開催した「現代の織Ⅵ　熊井恭子」

に出品していただいたもので、1987（昭和62）年

にスイスのローザンヌで開かれたタピスリービエ

ンナーレでも高く評価された、熊井の制作を代表す

る作品の一つです。同じく「現代の織Ⅵ」の会場で

展観した、《風に吹かれて》（1984年／ 20×20×

d.20cm／立体）、《水の道-T》（1988年頃／216×

114cm／タピスリー）、《ドレープ-S》（1989年／

200×130cm／タピスリー）、《ドレープ-G》（1989

年／200×130cm／タピスリー）、《はじまり-C》

（1999年／20×20×d.２0cm／立体）、《風に吹か

れて-G》（2010年／20×20×d.２0cm／立体）の

６点はご寄贈いただくことになり、「現代の織Ⅵ」と同

時に開催した館蔵品展「織の表現」に特別出品して

いただいた、巨大な金属糸の布を吊るして空間を構

成する《Air》を購入しました。

　これにより、熊井が金属糸を用いた表現に取り組

み始めた初期のものから近年までの特徴的な一連

の作品を当館のコレクションとして収蔵すること

ができています。

　なお、2017（平成29）年の「現代の織Ⅱ」で紹

介した織作家、久保田繁雄（1947～　）の最新

作、《縄文の息吹Ⅵ》（2022年／107×107×

h.240cm／立体）もご寄贈いただき、当館の織作

品のコレクションはさらに充実しています。

　昨年度登録換を行ったのは、当市中辺路町ゆかり

の近代の南画家、渡瀬凌雲（1904～80）の遺品資

料としてご遺族からご寄贈いただいていたものの

中から選んだ17点です（※下の表）。

　昨年度も現代的な織の造形作品を主に、多くの作

品を収蔵してコレクションを拡充することができ

ました。これまでの調査、研究や展覧会の開催が実

を結んだものですが、それらのことも含めて、皆様

から当館の活動にご理解をいただき、ご支援をいた

だけているからこそのものであることを、改めてか

みしめています。ここに心よりの謝意を表します。

（学芸員　三谷　渉）

　1998（平成10）年10月10日に旧中辺路町立
の文化施設としてオープンした熊野古道なかへち
美術館は、今年開館25周年を迎えます。市町村の
合併によって2005（平成17）年5月1日から、
田辺市立美術館の分館として新たな活動を始めて
からも18年の年月が経過しました。
　今年度はこの機会に、熊野古道なかへち美術館設
立の基点となり、開館当初からゆかりの画家として
顕彰してきた野長瀬晩花（1889～1964）と渡瀬
凌雲（1904～ 80）の活動を改めて振り返ること

としました。7月から9月にかけて、凌雲と紀南地
方との関係に注目する展覧会を開催し、10月から
12月にかけては、一部田辺市立美術館（本館）も会
場にして、晩花の表現を、大正期に行動をともにし
た画家たちの作品とともに紹介する展覧会を開催
します。
　その後、展示ケース内の照明設備を改修する工事
を実施する予定です。より良い展示環境を整えて、
26年目以降も新たな活動の展開を図ってゆきたい
と思います。　　　　　　　　（学芸員　三谷　渉）

新収蔵作品について

青木梅岳の周辺と和歌山の風景

開館２５周年を迎える熊野古道なかへち美術館

2024

2024

2023年度 展覧会スケジュール

■田辺市立美術館
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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①小企画展 

近代紀南の画家Ⅳ
青木梅岳

③特別展

原勝四郎展

⑤特別展

木村蒹葭堂とその交友
④館蔵品展

近代洋画コレクション展
②館蔵品展

戦後美術コレクション展

■熊野古道なかへち美術館
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館
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改修工事及び
展示替のため休館

①特別展

妻木良三
侵食する風景

4/15(土)～6/18(日) 7/8(土)～9/18(月・祝)

■くまびで作ろう!を予定しています。
②開館25周年記念特別展

渡瀬凌雲と紀南

10/7(土)～12/3(日)

③開館25周年記念特別展

野長瀬晩花と
国画創作協会の
画家たち

4/15(土)～6/18(日) 7/8(土)～9/18(月・祝) 2/10(土)～3/24(日)10/7(土)～12/3(日) 12/16(土)～
2024.1/28(日)

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17

暮
河口 ( 新宮・熊野川冬の景 )
魚磯（湯浅所見）
磨崖
秋立つ春日野
寒巌夕照
残照グランドキャニオン
那智瀑底　※下欄の図版
普陀洛迦
古都春雪
大台ヶ原
フォロ・ロマーノ（羅馬遺跡）
雪原（ミシシッピ源流）
楓林朝陽
晨映
吉野熊野山海図巻　其一
黄山玉屏峰

紙・墨／額装
紙・墨／額装
紙・墨／額装
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／六曲屏風
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／額装
紙・墨／額装
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／額装
紙・墨／四曲屏風
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／額装
紙・膠彩／巻子装
紙・膠彩／額装

材質／形状
117.0 
152.0 
152.5 
177.5 
152.0 
149.5 
145.0 
144.2 
145.0 
243.5 
173.0 
173.7 
172.0 
174.5 
172.0 
61.0 
173.0 

×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×
×

146.5 
184.2 
181.0 
151.0 
178.0 
77.7 
366.5 
180.0 
209.0 
172.5 
243.5 
243.8 
240.0 
243.3 
243.0 
671.5 
242.5 

寸法（cm）
1932（昭和7）年
1932（昭和7）年
1933（昭和8）年
1946（昭和21）年
1952（昭和27）年
1956（昭和31）年
1962（昭和37）年
1963（昭和38）年
1969（昭和44）年
1970（昭和45）年
1973（昭和48）年
1974（昭和49）年
1976（昭和51）年
1977（昭和52）年
1978（昭和53）年
1979（昭和54）年
1980（昭和55）年

制作年作品名No.
昨年度登録換作品（作者はすべて渡瀬凌雲）

講師のアーティストと参加者が一緒になって
作品を作るワークショップです。作った
作品は展示して公開します。

✂

妻木良三《境景E－Ⅱ》　2011（平成23）年
和歌山県立近代美術館蔵

稗田一穗《飄飛》　2009（平成21）年

青木梅岳《南部梅林図》
1941（昭和16）年

渡瀬凌雲《那智瀑底》  1963（昭和38）年 田辺市立美術館蔵

個人蔵


